
＜北
見
市
＞

北
見
市
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

と
サ
ロ
マ
湖
に
面
し
、
農
作
物

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
海
産

物
を
は
じ
め
、
森
林
資
源
や

温
泉
な
ど
の
多
彩
な
地
域
資

源
を
有
し
て
い
る
。
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管

内
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

＜美
幌
町
＞

美
幌
町
は
、
農
林
業
を
基

幹
産
業
と
し
、
Ｊ
Ｒ
石
北
本

線
や
国
道
４
路
線
、
道
道
６

路
線
が
縦
横
断
、
女
満
別
空

港
が
近
く
、
管
内
の
交
通
の

要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

海
に
注
ぐ
常
呂
川
が
町
の
中

央
を
流
れ
、
そ
れ
に
沿
い
肥

沃
な
土
地
が
広
が
る
。
畑
作

や
酪
農
な
ど
が
発
展
し
て
お

り
、
全
国
屈
指
の
生
産
量
を

誇
る
た
ま
ね
ぎ
や
良
質
な
訓

子
府
メ
ロ
ン
な
ど
を
生
産
し

て
い
る
。

＜置
戸
町
＞

置
戸
町
は
、
町
の
全
面
積
の

約
８
割
を
森
林
が
占
め
、
林

業
が
発
展
し
、
丘
陵
地
や
平

地
で
は
畑
作
や
酪
農
が
盛
ん

で
あ
る
。
地
域
の
木
材
を
利

用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「
オ
ケ
ク
ラ

フ
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お

い
て
、
全
て
の
圏
域
住
民
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い

き
と
人
生
を
過
ご
し
て
い
く

た
め
に
は
、
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
沿
い
、
地
域
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

変
革
し
、
人
々
や
地
域
同
士

が
互
い
に
連
携
す
る
新
た
な

地
域
社
会
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
圏
域

で
は
、
「
地
域
福
祉
を
担
う
人

材
不
足
」
や
「
物
理
的
な
距
離

が
も
た
ら
す
支
障
」
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
て
い
た
。

陸
上
自
衛
隊
美
幌
駐
屯
地
が

あ
り
、
地
域
と
密
接
な
関
係

を
築
い
て
い
る
。

＜津
別
町
＞

津
別
町
は
、
町
の
全
面
積
の

約
９
割
を
森
林
が
占
め
、
農

業
と
林
業
及
び
製
材
・
木
製

品
製
造
な
ど
の
林
産
工
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
。
近
年
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し

た
資
源
の
地
域
内
循
環
の
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

＜訓
子
府
町
＞

訓
子
府
町
は
、
面
積
は
管

内
で
最
小
だ
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

地方圏において誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられる
仕組みづくりプロジェクト

地方圏にあっても広域連携によるスケールメリットを活かした住民への福祉サービス提供体制を構築するととも
に、農福連携などを柱とした障がい者就労支援を加速する生産年齢人口減少への対応につなげ、高齢者や障が
い者など誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられる仕組みをつくり、ローカルＳＤＧｓの取り組み促進を図る。

①障がい者の地域生活支援体制の構築

行政、医療、障害福祉サービス事業所等の関係機関が連携
し、障がい者の生活を圏域全体で支える体制を構築
○第一多機能拠点
令和２年度に北見市内に新設した施設を位置付け
居住支援のための相談、緊急時の受け入れ・対応、体験の
機会・場、専門的人材の確保・養成、地域の体制づくりなど
の機能
○第二多機能拠点
美幌町内にある療育病院の機能を拡充

②成年後見制度の普及と利用促進体制の構築

圏域の高齢者及び障がい者の権利を守り、生活
を圏域で支える成年後見制度の体制を強化
○権利擁護支援の地域連携ネットワークの中核

機関を整備
• 北見市、訓子府町及び置戸町が連携し、北見

地域成年後見中核センターの運営を開始（令
和４年４月１日から）

＜今後＞
○後見人不足の問題に対応するとともに、地域

住民による地域福祉への参画を図る
• 中核センターの段階的な共同運営も含め、美

幌町及び津別町との連携を強化
• 圏域の高齢者及び障がい者の権利を守る人

材として、市民後見人（一定の知識を習得し
た親族や専門職ではない市民による後見人）
を養成する住民向け研修等を開催

③戦略的な障がい者就労支援～お試し就労と
分野の重点化～

「オホーツク障がい者就業・生活支援センターあ
おぞら」との連携を軸に、「お試し就労」、「分野
の重点化」をキーワードとして戦略的な障がい
者就労支援を進める。

①と②を深化させるための仕組みづくり
1. オンライン相談の提供～広域での専門職のシェア～
2. 関係機関との連携強化・職員のスキルアップによる質

の高い相談の提供
3. デジタル技術を活用したリモート窓口システムの整備

③を深化させるための仕組みづくり
1. ステークホルダー「オホーツク障がい者就業・生活支援

センターあおぞら」との連携強化
2. センターと連携した重点分野でのお試し就労（職場体

験実習）の推進
3. 次なる重点分野の掘り起こし

本
事
業
は
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
北
見
市
（
代
表
）、
美
幌
町
、
津
別
町
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町
の
1
市
４
町
の

広
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。



北
見
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

北
見
市
、
美
幌
町
、
津

別
町
、
訓
子
府
町
及
び
置

戸
町
は
互
い
に
経
済
圏
や

生
活
圏
を
共
有
す
る
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が

１
市
４
町
で
の
取
り
組
み

の
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

更
に
強
化
す
る
た
め
、
北

見
市
長
が
４
町
長
に
呼
び

か
け
、
賛
同
を
い
た
だ
き
、

２
０
１
９
年
10
月
に
北
見

地
域
定
住
自
立
圏
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ま
ず
取
り
組

ん
だ
の
が
、
１
市
４
町
の

行
政
と
医
療
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
が
連

携
し
て
障
が
い
者
の
生
活

を
圏
域
全
体
で
支
え
る
体

制
の
構
築
で
し
た
。

こ
れ
は
、
障
が
い
者
ご

自
身
の
高
齢
化
、
障
が
い

の
重
度
化
、
親
亡
き
後
を

見
据
え
た
も
の
で
、
２
０

２
０
年
度
に
第
一
多
機
能

拠
点
と
し
て
北
見
市
内
に

専
門
人
材
確
保
を
目
的
に

居
住
支
援
の
た
め
の
相

談
・
緊
急
受
け
入
れ
対
応

拠
点
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
多
機
能
拠
点

と
し
て
、
美
幌
町
に
あ
る
療

育
病
院
の
機
能
を
拡
充
し
ま

し
た
。

１
市
４
町
の
課
題
と
取
り
組
み

こ
の
よ
う
な
福
祉
分
野

で
の
１
市
４
町
で
連
携
し

た
取
り
組
み
を
背
景
に
、

更
に
潜
在
化
し
て
い
る
課

題
を
洗
い
出
し
て
み
る
と
、

福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や

複
雑
化
に
伴
い
、
相
談
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一

方
、
小
規
模
な
４
町
の
福

祉
相
談
窓
口
や
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
は
、
非

定
型
的
か
つ
専
門
性
の
高

い
業
務
に
対
応
で
き
る
人

材
確
保
・
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
４
町
や
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、

採
用
試
験
の
時
期
を
早
め

る
な
ど
、
人
材
確
保
に
向

け
て
の
工
夫
や
対
応
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ

に
加
え
、
北
見
地
域
定
住

自
立
圏
の
枠
組
み
の
中
で
、

人
的
連
携
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
的
な
連
携

を
進
め
る
と
な
る
と
、
物
理

的
な
距
離
が
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

東
京
23
区
の
約
５
倍
に
も

及
ぶ
広
大
な
面
積
を
有
し
、

公
共
交
通
網
も
脆
弱
な
当

圏
域
に
お
い
て
は
、
会
議
を

す
る
と
会
場
と
な
る
市
役
所

や
町
役
場
庁
舎
な
ど
へ
の
職

員
の
公
用
車
で
の
移
動
が
避

け
ら
れ
ず
、
遠
距
離
移
動
に

伴
う
時
間
の
ロ
ス
、
車
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
2

排
出
、
冬
季
の
雪
や

路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故

リ
ス
ク
と
い
っ
た
課
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
な

ど
を
行
え
る
環
境
を
１
市
４

町
の
行
政
や
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
に
整
備
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
積
極
的
に
導
入

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

車
を
使
わ
な
い
こ
と
で
Ｃ

Ｏ
2

削
減
と
い
う
相
乗
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

有
効
に
活
用
し
、
感
染
症
の

リ
ス
ク
や
脱
炭
素
社
会
な
ど

に
も
適
応
し
た
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
職

員
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談
が

で
き

る

リ
モ
ー

ト
窓

口

ー
ツ
ク
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
」
と
の
連
携
が
極
め
て
重

要
で
す
。

農
福
連
携
の
先
に
目
指
す
、

農
林
水
福
連
携
に
お
い
て
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
に
大
き
く
期
待
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
の
民
間
団
体

や
地
域
の
関
係
者
か
ら
な
る
、

北
見
地
域
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の
委
員

の
方
々
か
ら
も
、
こ
の
取
り

組
み
へ
の
幅
広
い
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
の
事
業
展
開
の
参
考
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

今
後
の
展
開

今
後
は
、
リ
モ
ー
ト
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
北
見
市
で
の
導

入

効

果

な

ど
を

４
町

に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
将
来
的

な
４
町
で
の
導
入
の
検
討
材

料
と
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

福
祉
分
野
で
の
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
土
台
に
、
他
の
分

野
へ
の
将
来
的
な
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
北
見
市
の
本
庁

舎
と
３
つ
の
総
合
支
所
間
に

先
行
し
て
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
リ
モ
ー
ト
窓
口
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
専
門
職

を
本
庁
舎
へ
集
約
し
て
配
置

す
る
こ
と
で
人
材
不
足
の
解

消
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
が
最
寄
り
の
総
合
支
所

で
本
庁
舎
の
専
門
職
と
遠
隔

的
に
対
面
で
相
談
で
き
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
全
国
の
地
方
圏

に
も
共
通
す
る
課
題
で
す
が
、

少
子
化
・
高
齢
化
に
よ
る
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

化
し
労
働
力
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
圏
域
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
知
的
・
精
神

障
が
い
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
労
働

市
場
へ
の
参
画
は
意
義
が
あ

り
ま
す
が
、
就
労
意
思
が
あ

る
の
に
で
き
な
い
、
続
か
な
い

と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
障
が
い
者
に
関

心
の
あ
る
事
業
者
を
増
や
し
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
福

連
携
な
ど
を
柱
と
し
た
障
が

い
者
就
労
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
課
題
解
決
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
連

携
と
り
わ
け
、
障
が
い
者
就

労
支
援
に
つ
い
て
は
、
「オ
ホ

[右]北見市役所本庁舎

においてリモート窓口シ

ステムで総合支所の市民

からの相談に応じる職員

[左]リモート窓口システ

ムの市民側端末タッチ画

面（画面はテスト運用時

のもの）


